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1 単年度事業収支 
 

令和 4年度の収支結果報告（令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日） 

 

 

 



2 維持管理業務 
 

 令和 4年度の維持管理業務の実施内容は、下記のとおりです。 

〈業務委託先：ＴＭＥＳ（株）〉 

    ●が今年度実施。今年度未実施項目については、月次の動作確認にて良好であったため、次年度に実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 附帯提案事業 
 

 令和５年度附帯事業として、「稼働実証データの提供および利用権の設定による収入」を提案 

 を実施し、採用されました。 

 

 （提案内容） 

当社より、当社株主である高砂熱学工業（株）に稼働実証データを提供し、利用権を設定、そ 

の対価を収受するもの。高砂熱学工業は、当該施設の運用状況の改善・システム効率化を目的 

とした実証研究を実施し、得られた成果を運営権設定対象設備の改造、維持管理及び増設等

に関する企画、調整及び実施に関する業務に活用する。 

合わせて本事業から得られる収入により、収支改善を図ることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 地域貢献・広報活動 

 
●施設見学会の実施（令和 4年 4月～令和 4年 11月 冬期間は未実施。） 

  当該年度の見学者や視察者の受入状況は以下のとおりです。 

 

団体種別 団体数 

 行政 6 

 企業 16 

               合計 22 

 

 

●厚田学園環境・エネルギー教育の実施 

令和 4年７月２２日、厚田学園７・８・９年生（計 11名）を対象に、環境・エネルギー 

教育を実施致しました。マイクログリッドの仕組みや、模型を使って水素製造方法等を勉強して 

いただきました。 

 

 

●市の広報イベントへの参加協力 

 ・石狩市商工会議所主催の「脱炭素(ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ)を目指す石狩市の取組みを知るバスツアー」 

   (令和４年 11月４日開催)で、石狩湾新港地域立地企業を対象(25名参加)に視察が行 

われました。 

  

 ・「Ｇ７札幌 気候・エネルギー・環境大臣会合」に先立って、参加国の在京メディアによるプレス 

  ツアー」（令和５年３月 10日開催）で、参加国のプレス対象(９名参加)に視察が行われ 

ました。 

 

 

●本事業の国際的な展示場での紹介 

 下記の展示会にて、当社の取組みが紹介されました。 

 

・「エコプロ 2022」（令和４年 12月 7日~9日） 

・「ENEX2023」（令和 5年 2月 1日~3日） 

・「スマートグリッド EXPO」（令和 5年 3月 15日~17日） 

                                 

 

●環境関連団体が主催する賞への応募 

   下記のとおり、受賞致しました。 

 

  ・「第５回エコプロアワード 奨励賞」（令和 4年９月７日） 

  ・「北国の省エネ・新エネ大賞 優秀賞」（令和５年２月 13日） 

 

 

 

 

 



5 モニタリングの実施 

 
 
■運転管理に関する事項 

 通常時は監視画面によるモニタリングを行いました。現地対応が必要な場合は、係員が現地に赴

き対応致しました。報告書や月報等での報告を随時行いました。 

 また、運転実績をセルフモニタリングし、経済性・環境性効果について検証を行い、本事業の最適

化が図れるように検討致しました。ただし、災害時に影響を及ぼさないように、十分配慮しておりま

す。 

 

■設備の改造・増設に関する事項 
 親会社と協力してコミッショニングを実施し、本事業の最適化検討を行いました。また、本事業のエ
ネルギー収支の運用実績より、対象設備の運用変更計画を石狩市に立案しました。 
（提案の内容については、添付資料をご参照下さい。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


